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広がる協働の輪！
～なは市民協働大学卒業式＆協働大使委嘱式～

　公立中学校でも卒業式が行われた、この日、7月
より開校した「なは市民協働大学」でも30人が卒
業の日を迎えました。また、続いて行った「那覇市
協働大使委嘱式」では、地域などで協働の活動を
実践している方や、協働大学の上級編である、な
は市民協働大学院の受講者など33人へ大使の委
嘱状が交付されました。
　5人のお子さんを持ち、子育て真っ只中の蓮美
明子さんは、忙しいなか今回協働大学と協働大学
院の両方を受講されました。式では笑顔で城間市
長より委嘱状を受ける姿が見られました。
　城間市長は「人と人とのつながりは、いざとい
う時に力が発揮されます。今後ともご協力をお願
いいたします」とあいさつしました。

夢に向かって羽ばたけ！
～那覇市青少年特別表彰～

　市では全国で優秀な成績を残した青少年へ「那覇市
青少年特別賞」を授与しています。今回は、首里高3年
生の上間優美さん（第60回全国青少年弁論大会・中高
生の部で「文部科学大臣杯」）、沖縄尚学高校1年生の
東恩納盛南さん（第9回全国高校英語スピーチコンテス
トで「外務大臣賞」）、沖縄尚学高校付属中学校3年生の
渡慶次ななさん（第15回毎日パソコン入力コンクール
全国大会フラッシュ暗算部門で「文部科学大臣賞」）の
3人に、城間市長より「記念の盾」が手渡されました。
　将来の夢を聞かれると、上間さんは「中学校の英語教
諭」、東恩納さんは「海外で映画監督」、渡慶次さんは
「音楽の先生です」と答えました。みなさんの今後のご活
躍を期待しております。
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めざせ！沖縄一の桜の名所
～公園ボランティア調印式～

　公園の清掃や草花の植えつけなどを行う「公園
ボランティア」。この日は「漫湖公園の桜を育てる
会」のみなさんと協定書の調印を行いました。
　会長の永山盛廣さんは「漫湖公園を訪れた方が
憩える公園にするとともに、沖縄一の桜の名所に
なるよう、これからも頑張っていきたいです」と
話し、また、城間市長は「漫湖公園の桜が綺麗なの
も、みなさんの活動があってこそだと思います。
たくさんの人がホッとできる公園になるよう、と
もに頑張っていきしょう」とあいさつしました。
　漫湖公園では今では約千本のサクラが植えら
れ、毎年「那覇美らさくらまつり」を開催されてい
ます。
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期
４
月
１
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金
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国
宝
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資
料
４
月
の
特
別
展
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「
桜
文
様
の
紅
型
衣
裳
」

第
15
回  

４
月
３
日
は
壺
屋
で
シ
ー
サ
ー
の
日
！

　
シ
ー
サ
ー
の
日
に
ち
な
み
、
今
年
も
４
月
２

日
・
３
日
の
両
日
、
壺
屋
で
魅
力
的
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
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首
里
・
那
覇
の
石
碑
拓
本

　
那
覇
市
泊
の
石
門
で
有
名
な
祟
元
寺
の
「
下
馬
碑
」

は
、１
５
２
７
年
に
２
基
建
て
ら
れ
、石
門
の
左
右
両

側
に
あ
り
ま
し
た
。

　
表
面
に
は｢

あ
ん
し
も
け
す
も
く
ま
に
て
む
ま
か
ら

お
れ
る
へ
し｣

と
琉
球
言
葉
が
平
仮
名
で
書
か
れ
、
裏

面
は｢

但
官
員
人
等
至
此
下
馬｣
と
あ
り
ま
す
。表
面
は

｢

按
司
も
下
司
も
こ
こ
に
て
馬
か
ら
下
り
る
べ
し｣

と

読
み
、｢

下
馬
碑
の
と
こ
ろ
か
ら
は
偉
い
役
人
も
馬
か

ら
下
り
な
さ
い｣

と
い
う
意
味
で
す
。

　
下
馬
碑
は
石
門
の
両
側
に
置
か
れ
た
た
め
、片
方
の

下
馬
碑
の
と
こ
ろ
で
馬
を
下
り
、祟
元
寺
前
は
歩
行
し

て
、反
対
の
下
馬
碑
の
と
こ
ろ
か
ら
、ま
た
馬
に
乗
っ

て
行
き
ま
し
た
。祟
元
寺
は
臨
済
宗
の
お
寺
で
す
が
、

琉
球
の
歴
代
国
王
の
位
牌
を
祀
る
神
聖
な
場
所
だ
っ

た
た
め
、失
礼
が
な
い
よ
う
下
馬
碑
が
建
立
さ
れ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
か
つ
て
祟
元
寺
の
前
を
走
っ
て
い
た
電
車

(

１
９
１
４
〜
１
９
３
３
年)

の
中
で
は
、
寺
に
さ
し

か
か
る
と
乗
っ
て
い
た
学
生
達
は
帽
子
を
取
り
、乗
客

は
頭
を
下
げ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　
神
聖
な
場
所
を
示

す
下
馬
碑
も
、
沖
縄
戦

に
よ
り
、
石
門
に
向

か
っ
て
左
側
の
１
基

は
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。

今
で
は
右
側
の
１
基

が
往
時
を
偲
ば
せ
て

い
ま
す
。

▲崇元寺石門とその前を走る電車
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獅
子
舞
や
空
手
の
演
舞
も
あ
り
ま
す
。

壺
屋
う
ふ
シ
ー
サ
ー
前
広
場

場 日
４
月
３
日（
日
）９
時
30
分
か
ら

《
壺
屋
の
シ
ー
サ
ー
陶
工
展
》

　
県
内
陶
工
の
シ
ー
サ
ー
が
大
集
合
！

３
階
企
画
展
示
室

場 日
４
月
２
日（
土
）〜
17
日（
日
）

10
時
〜
18
時（
入
館
は
17
時
30
分
ま
で
）

《
壺
屋
ま
ー
い
》

　
壺
屋
の
史
跡
を
ガ
イ
ド
が
案
内
し
ま
す
。

博
物
館
前
に
集
合

場 日
４
月
２
日（
土
）、３
日（
日
）※
両
日
と
も
11
時
、14
時
の
２
回

《
シ
ー
サ
ー
作
り
の
実
演
》

　
陶
工
の
シ
ー
サ
ー
作
り
が
見
学
で
き
ま
す
。

壺
屋
や
ち
む
ん
通
り
各
所

場 日
４
月
２
日（
土
）、３
日（
日
）※
両
日
と
も
13
時
〜
15
時

《
壺
屋
焼
の
割
引
販
売
》

　
素
敵
な
壺
屋
焼
を
み
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

壺
屋
や
ち
む
ん
通
り
会
加
盟
店
舗

場 日
４
月
２
日（
土
）、３
日（
日
）

《
や
ち
む
ん
面
シ
ー
サ
ー
作
り
体
験
教
室
》

　
あ
な
た
だ
け
の
面
シ
ー
サ
ー
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
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博
物
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へ
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話

※
３
月
27
日（
日
）10
時
よ
り
受
付
開
始（
月
曜
日
は
休
館
）

申

先
着
40
名

定

日
４
月
２
日（
土
）、３
日（
日
） 

※
両
日
と
も
14
時
〜
16
時

新
収
蔵
品
展

　
寄
贈
や
寄
託
な
ど
に
よ
っ
て
、博
物
館
が
新
た
に
入

手
し
た
作
品・資
料
を
お
披
露
目
し
ま
す
。金
城
次
郎

氏
の
作
品
や
海
外
産
陶
磁
器
な
ど
様
々
な
資
料
を
展

示
し
ま
す
。

無
料

費

３
階
企
画
展
示
室

場 日

４
月
26
日（
火
）〜
５
月
15
日（
日
）

４月2・３日は
博物館を
無料開館

16

チ 

ム

82016 年（平成28年）４月


